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今回発表の経緯と計画策定のポイント

シンプルな構成

職員により計画策定した自治体
自治体職員による策定事例としての発表依頼をいただいて
今後の策定予定の自治体に少しでも参考になれば
最後にお知らせも出来れば

スポーツ庁のスポーツ施設ストック適正化ガイドラインH30.3を参考に

【経 緯】

【ポイント】

上位計画や関係事業の活用
個別施設計画策定支援事業を活用 緊急性の高い施設を調査 検討委員会開催H29
雲南市公共施設等総合管理計画（すでに集約等の方針が存在したため簡潔な表記）



計画の位置付け及び同時策定計画

上位計画

雲南市公共施設等総合管理計画 521施設

同時策定した計画

学校施設整備保全計画 22施設

ホール施設整備保全計画 3施設

社会教育施設個別施設計画 9施設

子育て支援施設個別施設計画 25施設

策定プロセス

関係部局協議

施策検討会議

三役調整会議

政策戦略会議

議会常任委員会

公表



雲南市スポーツ施設個別施設計画
背 景 ・ 目 的

基 本 方 針

施 設 の 実 態

施 設 整 備 の
基 本 的 な 考 え 方

計 画 の 実 施 方 法 ・フォローアップの実施方針・推進・取り組み体制

・背景目的 ・本計画の位置づけ・計画期間 ・対象施設

・安全なスポーツ施設の持続的な提供・利用状況等を踏まえた集約化等の実施

・財源確保・スポーツ施設としての最適な規模・設備と多様性に富んだ施設整備

・利便性の向上やまちづくりの方針を踏まえたスポーツ施設の配置

・市内のスポーツ施設の配置状況等・施設の所在地

・施設の外観・施設の活用状況・施設関連経費の推移

・雲南市公共施設等総合管理計画の実施方針・本計画での実施方針

・【参考】スポーツ施設（建物）更新に係る費用

対象施設数：３２施設 体育館10施設 野球場5施設 プール6施設 テニスコート5施設 運動場・その他６施設

以上の項目で「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」における
個別施設計画の記載事項を整理 （⇒P○○は当市計画の記載か所の表記）
1. 対象施設⇒ P3～10、2. 計画期間⇒ P1（4）、3. 対策の優先順位の考え方⇒ P13～14、
4. 個別施設の状態等⇒ P15～17、5. 対策内容と実施時期⇒ P18（4）、6. 対策費用⇒ P18

【雲南市スポーツ施設個別施設計画】
https://www.city.unnan.shimane.jp/unnan/kosodate/syuugaku/kyouikuiinkai/files/conservation-plan_sports-facilities.pdf



雲南市スポーツ施設個別施設計画の策定内容
１．対象施設 ２．計画期間

2021年度（令和3年度）から2030年度
（令和12年度）までの10年間としますが、
社会情勢の変化やスポーツ施策の状況に
基づいて適宜見直しを行うものする。

対象施設数：３２施設



雲南市スポーツ施設個別施設計画の策定内容
3. 対策の優先順位の考え方

平成３０年３月に策定した「雲南市公共施設等総
合管理計画」の方針を基本として具体的取組を進
める

↓
「集約化」の方針が打ち出されている大東体育文
化センター、斐伊体育館、木次体育館、掛合体育
館、掛合体育振興センター、大東公園（野球場）、
加茂中央公園（スポーツの丘）、木次運動公園、
明石緑が丘公園（野球場）および掛合野球場につ
いては、本計画の推進により優先的に検討を行う



雲南市スポーツ施設個別施設計画の策定内容
4. 個別施設の状態等 5. 対策内容と実施時期

６. 対策費用

【大規模改修】
整備から３０年以上が経過した時点で実施
【建替え】
整備から６０年以上が経過した時点で実施

大規模改修は1㎡あたり20万円、建替えは1㎡
あたり36万円として試算ソフトより推計値を
算出

現地調査により劣化状況を把握し、
健全度の算出を行う



策定にあたり苦労話

公表内容の抽出に議論を要した。

市民（関係者）意見の反映タイミングに疑義。

統一的な統計データがスポーツ施設毎に異なったため。
データ収集に時間は要した。

策定内容の説明は充分であるのか。
関係者の意思の反映はいつ行うのか。

計画策定の予算化は断念。
コンサルによる計画の策定の予算化が出来なかったため施設の評価や調査業務の
実施について不安があった。



策定にあたり良かった話

令和４年度に耐震診断業務を実施

セクションをまたがる施設の実態把握と共通認識

旧耐震基準で建設された施設であるため、予算化の検討には相当の議論を行ってきた。
個別計画策定による庁舎内のコンセンサス。

旧６町村の合併前に建設された施設であるため、スポーツ施設の管理所管が複数有。

この計画のもとに将来的には組織横断的な情報共有や協議調整を行う会議体の組織
化を検討。

職員による施設健全度評価の実施
ガイドライン等をもとに、経過年数、目視調査により健全度評価を実施。

調査等がどこまでが直営で可能かの判断の参考に。

予算抑制に貢献。



総合計画⇔個別施設計画

令和２年３月に作成した、「第２次雲南市スポーツ推進計画」と共に

スポーツ振興に携わる市内スポーツ関係団体や指導者との連携、住民等を
交えた議論をもとに計画推進。審議会の開催を予定。

市民の声をききながら

今後の運用について

国スポ等と関係した施設整備

結果的に双方向での施策検討が行えることとなった。

個別施設計画により今後の進め方の方向性が共有できている。

８年後の島根県開催の国スポに向けて施設全体の整備計画を検討する。



おわりに 個別計画関係で派生した事業などとして宣伝させてください！

・プロジェクト名 ：「永井隆博士の精神を 次世代へ伝え 未来へ繋げよう！」
・目 的 ：永井隆平和賞等の取組を広く知ってもらうことで、永井隆博士の

「平和を」の精神を世界に発信する。
・目標金額：1,000,000円
・寄附方法：直接寄附、ふるさと納税サイト『ふるさとチョイス』活用
・募集期間：令和４年１０月～令和４年４月

（サイト：令和４年１０月３日～１２月３１日（９０日間））

島根県雲南市は、放射線医学の研究による白血病と原子爆弾による
重傷をおいながらも、「平和を」、「如己愛人」の願いを全世界に訴
え続けた永井隆博士のふるさとです。

雲南市では、博士の精神が次世代へ引き継がれることを願い、永井隆
記念館の建設による顕彰資料の公開や、全国から「愛」と「平和」を
テーマとする作文を募集し表彰する「永井隆平和賞」を開催するなど、
平和について考える機会を設け、恒久平和を願う取組に力を入れてき
ました。

◇ふるさと納税サイト（ふるさとチョイス）から申込みする場合
申込方法：https://www.furusato-tax.jp/gcf/1950からお申込み下さい。

永井隆博士

クラウドファンディングを実施しています。
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